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・製造工程の簡略化により低コスト化を実現します。
・複合フローリング基材の反りの発生が軽減されます。
・針葉樹合板の抜け節や割れなどの欠点に木質繊維が充填され、品質が向上します。

従来、別々に行っていた木質ボードの製造と針葉樹合板との
一体化を、1回の熱圧工程で同時に行う技術です。アピールポイント

発明の特長

活用に向けて

　住宅用のフロア材として利用される複合フローリングは、
近年では針葉樹合板の表面にＭＤＦ（中密度繊維板）などの
木質ボードを張り合わせた製品が増加しています。しかし、
慣行の製法では異なる工場で製造されたものを一体化する
ために、製造コストや輸送コストがかさむ、製品に反りが発
生しやすい等の課題がありました。
　本技術を用いると、木質ボード製造時の熱圧締と同時に
合板を接着・一体化させることが可能となり、コストを削減
しながらも反りの少ない複合フローリングを製造することが
できます。

・住宅用複合フローリングの生産性向上と品質向上を実現します。
・南洋材から針葉樹材への転換による道産材の需要拡大に貢献します。

森林研究本部　林産試験場発明場□有り　　　■無し実施許諾実績
登録日平成29年3月13日 令和3年11月30日出願日

特許第6985657号特許番号
道総研特許権者
木質複合板の製造方法発明の名称

基本情報

～木質ボードの製造と合板への接着を同時に行い低コスト化を実現～
複合フローリング基材の新たな製造方法

合板の上に木質小片や木質繊維を堆積 一体化された複合フローリング基材

複合フローリング基材

開放特許
地方独立行政法人

北海道立総合研究機構

・道産針葉樹を原料としたフローリングや家具什器類への活用が見込まれます。
・道産針葉樹合板の高付加価値化と需要拡大に貢献します。

表面に傷のつきやすい道産トドマツなどの針葉樹材を広葉樹
同等以上の堅さをもつ圧縮木材に仕上げる技術です。アピールポイント

発明の特長

活用に向けて

　北海道産の針葉樹材（軟質材）をホットプレスで
厚さ方向に圧縮し、密度を上げて、広葉樹同等以
上の硬さをもつ圧縮木材に仕上げる技術です。
　圧縮時に板材を並べることで、圧縮によって横
幅方向に広がろうとする動きを、お互いに反発させ
て寸法拘束します。これにより、節周りを締めつけ
る力が働き、平坦に仕上がるとともに節周りでの割
れ、裂けを防止することができます。

森林研究本部　林産試験場
平成２６年１０月１７日

発明場■有り　　　□無し実施許諾実績
登録日平成２２年９月９日出願日

特許第５６２９８６３号特許番号
道総研特許権者
熱圧処理木材ならびにその製造方法発明の名称

基本情報

開放特許

～柔らかく傷つきやすい針葉樹材をフローリングにも使える材料に～
道産針葉樹を原料とした圧縮木材と製造方法

地方独立行政法人

北海道立総合研究機構

・形状の異なる板材を同時に圧縮できます。
・節が平坦に、節周りもきれいに仕上がります。

松原産業株式会社「圧密化フローリング」
道産材を利用したナチュラルで暖かみのある空間作りに
一役買っています。

トドマツ圧縮材はミズナラとマカバの中間程度の硬さを有
します。
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キーワード：道産針葉樹、フローリング
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